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１はじめに 

アマチュア無線の電波帯を使用した流星電波観測（H R O）では天候、月

明などに関わらず 2 4 時間観測が可能である。本校のデータと観測を継続

している他の受信局のものを比較して引き出せる事実を探した。そこで、

有馬高校で見つかったロングエコーがどこでどのように見つかっているか

またその違いはなにかに興味を持った。メーリングリストを利用し日本各

地の観測サイトからデータを提供頂きその違いを比べることにした。 

今回はペルセウス座流星群の出現時期に捕らえたロングエコーに付い

て解析、研究した。 

 

２観測概要 

有馬高校では 2 0 0 2 年 1 2 月より H R O を開始している。観測装置の概要は

次の通りである。 

アンテナ  ： C O M E T  C A －５２ H B (２素子 )天頂向き  

受信機    ： I C－ R７５  

ソフト    ： H R O F F T , H R O V i e w  

送信局    ：福井工業高等専門学校 

周波数    ：５３．７５０MＨｚ  

受信地    ：有馬高校（兵庫県三田市）北緯 3 4 . 5 3 °東経 1 3 5 . 1 3°  

 

３観測サイト及び比較したエコーリスト   

( i ) 観測サイト 

流星電波観測者のメーリングリスト（A M R O）に協力を呼びかけデータを

頂いた。本研究に使用したのは次の観測地点である。 

１  兵庫県佐用町    5 3 M h z  

２  大阪府豊中市    5 3 M h z / 2 8 M h z  

３  大阪府羽曳野市   5 3 M h z  

４  徳島県三加茂町   5 3 M h z / 2 8 M h z  

５  香川県綾歌郡    5 3 M h z  

６  岡山県玉野市    5 3 M h z  

７  広島県呉市     5 3 M h z  

８  名古屋市西区    2 8 M h z  

またロングエコーライブラリー

（ h t t p : / / w w w . a s t r o . t o / c g i / h r o b b s / c y c l a m e n . c g i ）のデータも

参照した。 

(ⅱ )ロングエコーリスト 

有馬高校で受信した次の５つのロングエコーについて上記の観測サイトの

データと比較した。 

月  日      時   刻      継続時間       

8 月 0 6 日    0 5 時 2 8 分 4 2 秒    9 8 秒       



8 月 0 6 日    1 0 時 3 0 分 5 4 秒   1 1 1 秒      

8 月 1 3 日    0 0 時 1 4 分 1 1 秒    4 9 秒       

8 月 1 3 日    0 7 時 3 7 分 2 6 秒    8 9 秒       

8 月 1 3 日    0 8 時 3 2 分 2 6 秒   1 1 7 秒       

 

４結果  

下図のように各サイトのエコー受信継続時間を円の半径で、受信強度を円

の色で示した。紙面の都合で全ては紹介できないが上記の各ロングエコー

について発表では同様の図を公表する。 

 

 

 

５考察  

さらに多くのサイトのデータを集めることが必要だが、今回の結果か

ら分かることは。 

強度が弱いエコー→各地点との継続時間と強さにあまり差がない。 

強度が強いエコー→各地点との継続時間に差が大きい。 

東京では観測されにくいのか、多くは他の観測地点に比べて短く弱かっ

た。とくに短く強いロングエコーのときはその差が大きかった。 
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